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強儲↑生合金NiXMn系(X二 Fe ， Cu , Ru , Rh 及びMn) における Mnの原チfitt気モーメントに及ぼされる
環境効果について調べるために Mn械のスピンエコースペクトルと横緩和H寺間T2 を測定した。 NiFe
Mn系では母体の級化に平行及び反平行モーメントを持つ Mn からの信号の積分強度を測定した。 Mn
の最近接に Fe が 4~5 個以上来れば"Mnのモーメントは反平行になる。この結果は最近の環境効果の
理論を支持している。 NiRhMn系においても平行及び反平行モーメントの 2 種のMnが存在することを
見いだした。 Mnのモーメントは Rh がほぼ 5 個以上最近接に来れば反平行になる。反平行モーメント
の大きさは NiFeMn系では， 1. 9μB' NiRhMn系で、は， 1. 8μB と見積られる。 NiMn系で、は， 3 及び2.5
仰の平行モーメント1. 8仰の反平行モーメントが存在する。 Mnのモーメントは 3 個以上のMn に 1:l1'J まれ
ると反平行になり，それを凶むMnのモーメントは2.5μ日になる。同様の葵l践を Cu ， Ru合金系で、も行な
った。
T2 は T1 からの寄与が支配的であり，キュリ一温度及び周波数に強く依与している。このtl~緯を Ij~明









ントを持つがこれに Fe ， Rh などを加えていくと反平行なモーメントを持つMnが現われてくる。平行
および反平行モーメントによる 55Mnの NMR信号の強度測定からモーメントの反転の条件を調べ反転の
臨界数を夫々 4~5 と結論した。次に環境による Mnモーメントの安定性を調べるため 55Mnのスピン
倍千緩和時間(T1 ) を測定して強p環境依存性を見出しこの実験結果を Wegerの方法を拡張した表式を
導いて説明することに成功している。以上この研究はMn核スピンをモニターとして有効相互作用の性
質を明かにして強舷性金属中のモーメントの発生機構に関して重要な知見を与えたもので博士I論文と
して価{直あるものと J忍められる。
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